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１．教育計画 疾病の成り立ちと回復の促進 

分野 
専門基礎分野 

 疾病の成り立ちと回復の促進 
科目名 

疾患がわかるⅡ 

(血液・造血器疾患) 

単位・時間 
免疫疾患、耳鼻咽喉疾患と合わせ

て 1 単位・30時間 
対象学年 ２年生 

方法 講義 時期 後期 

講師名 

(担当授業時間数) 
外部講師 三田 正行（8 時間） 

学習目標 
血液・造血器機能に関する特徴的な病理と診断基準及び治療について学

ぶ。 

成績評価方法 筆記試験 

使用テキスト 医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学（4）血液・造血器 

参考文献  

履修上の留意 

講義は主にパワーポイントで行います。病名、医学用語を正確に記載で

きるようにしましょう。 

初講前に解剖生理学ワークブック等を活用し、解剖生理の振り返りをし

ておくこと。 

講師からの 

メッセージ 

血液・造血器疾患の診断や治療において、造血の過程から血液の働き、

組織や臓器との相互作用まで広範囲を理解する必要があります。 

難しいと思われる血液疾患について、わかりやすく解説して行きたいと

思います。 

 

２．授業計画 

回 時間 主題 授業内容 形態 備考 

１ ２ 
赤血球系の異常 

貧血総論 

 

講義  

２ ２ 
造血器腫瘍 

急性白血病（骨髄穿刺含む） 

悪性リンパ腫、多発性骨髄腫 

〃  

３ ２ 
  〃 

造血幹細胞移植 

 

〃  

４ ２ 
出血性疾患 

特発性血小板減少性紫斑病（ITP） 

播種性血管内凝固症候群（DIC） 

〃  

５ ２ 
評価 

筆記試験 

 

〃  

 


